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どんな研究 めざす未来 どこが凄い 

見ることで感じる疲れや手ごたえ 

ネットワークゲームなどのインタラ

クティブなサービスでは、通信遅延

に起因する映像の遅れによって、抵

抗感などの不快な感覚が生じること

があります。このような操作感の変

化を引き起こす脳の情報処理のしく

みを、心理物理実験によって調べま

した。 

今回得られた脳内情報処理のしくみ

に関する知識は、通信の遅れがあっ

てもストレスなく操作できるイン

ターフェイスを実現する指針になり

ます。また、バーチャルリアリティ

におけるリアルな感覚の提示、リハ

ビリテーションでの疲労感軽減など

への応用も期待できます。 
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人は操作対象の映像の反応の遅れを、

状況に応じて、筋疲労や重りを引く

力として知覚することを明らかにし

ました。この発見は、運動中の主観

的な体験が、視覚情報を利用した脳

の潜在的なダイナミクス推定（状況

解釈）のプロセスによって形づくら

れている可能性を示しています。 

操作中に映像遅延 
 ⇒ 操作感の変化として知覚 

カーソルの動きが遅れている場合 
⇒ おもりを引く感覚 

通信遅延
など 

映像に遅れ 

指の動きの映像が遅れている場合 
⇒ 指の疲労感 

（遅れて表示） 

 脳が、自分の動きと遅延した 
視覚情報のずれを尤もらしく 
説明するような感覚知覚を 
生み出す可能性を示しました。 

 

 この知覚のしくみの理解は、
ネットワークサービスの操作感
を改善する技術を実現する上で、
重要な鍵となります。 

状況1 

疲れた… 

状況2 

重り 

力 

この不快な 
感覚は何？ 


